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ID213の菌及び真菌（C.アルビカンス）による汚染状況下での効能性
Prof. Dr. Med. H. - P. Werner 2005/03/08 
ID213 Instrument Desinfection, Bacterial and fungicidal (C. albicans) efficiancy, Dirty conditions
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖
球菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、ID213（1.0％濃度）は5分間の作用時間で十分な有効性を示し、以上の試
験結果はVAH消毒委員会による消毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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ID213の殺菌と殺ウイルス活性、及び結核菌への効力の検証
Dipl. Biol. Dr. Rer. Nat. Florian H. H. Brill 2013/08/08 
ID213 Instrumentendesinfektion under dirty conditions (DGHM catalog of requirements 2002, chapter 11.1 and 11.2)
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における殺菌性、殺ウイルス活性及び結核菌への効力の検証を行った結果、ID213は
以下の条件下で十分な有効性を示し、VAHリストに下記のように記載された。
殺菌　2.0％ 5分、0.5％ 30分
殺ウイルス　2.0％ 15分、0.5％ 60分
結核菌　2.0％ 30分、1.0％ 60分
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DGHMガイドラインに準じたアスペルギウスに対するID213の効力の検証
Dr. Rer. Nat. Holger Brill 2005/03/18 
Summary of the test carried out in accordance with the DGHM standard methods
DGHMのガイドラインに従い、アスペルギウス・ニガーを用いて殺真菌性効力の検証を行った結果、ID213は30分間（2.0％
濃度）、または60分間（1.0％濃度）での作用時間でマイコバクテリウム及びアスペルギウス・ニガーに対し十分な有効性を示し
た。
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ID213の菌及び真菌（C.アルビカンス）による汚染状況下での効能性
Prof. Dr. Med. H.-P. Werner 2012/08/20 
ID213 Instrument disinfection, bacterial and yeasticidal (C. albicans) effictiveness, Dirty conditions
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖
球菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、ID213（1.0％濃度）は5分間の作用時間で十分な有効性を示し、以上の試
験結果はVAH消毒委員会による消毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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ID213の結核菌(マイコバクテリウム)による汚染状況下での殺菌効能性の検証
Prof. Dr. Med. H.-P. Werner 2012/08/27 
ID213 Instrument disinfection, tuberculocidal (M. terrae) effictiveness, Dirty conditions
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験をマイコバクテリウムに対し
て行った結果、ID213（2.0％濃度）は60分間の作用時間で十分な有効性を示し、以上の試験結果はVAH消毒委員会による消
毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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ID213の結核菌による汚染状況下での殺菌効能性の検証
Prof. Dr. Med. H.-P. Werner 2005/03/17 
ID213 Instrument disinfection, tuberculocidal efficiency, Dirty conditions
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験をマイコバクテリウムに対し
て行った結果、ID213（2.0％濃度）は60分間の作用時間で十分な有効性を示し、以上の試験結果はVAH消毒委員会による消
毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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ID213の定量的浮遊試験における殺菌性
Hygcen, Centrum für Hygiene und medizinische Produktsicherheit 2005/03/08 
ID213 Instrument disinfection, DIN EN 13727 (March 2004), Quantitative suspension test, bactericidal activity
IID213の殺菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対して標準硬度
の20±1℃の水を使用し、2.0%・1.0％・0.5%・0.25%の4種の濃度にて1分・5分・60分の作用時間で評価を行った結果、黄
色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）においてID213（1.0％濃度）は1
分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺菌性
Dr. Rer. Nat. Holger Brill 2005/03/18 
Determination of bacterial effect of ID213 Instrument disinfection accord. EN 13727:2003
ID213の希釈中和法を用いた殺菌力評価のために、定量的浮遊試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対して標準硬
度の20±1℃の水を用いて本液を、0.01%・0.1％・0.25%・0.5％・1.0％の5種の濃度にて希釈し15分・60分の作用時間で
評価を行った結果、ID213は黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）に
おいて15分間（1.0％濃度）または、60分間（0.25％）の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺真菌性
Hygcen, Centrum für Hygiene und medizinische Produktsicherheit 2005/03/08 
ID213 Instrument disinfection, DIN EN 13624 (Feb 2004), Quantitative suspension test, evaluation of fungicidal activity
ID213の希釈中和法を用いた殺真菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験をカンジダ・アルビカンスに対して標準
硬度の30±1℃の水を用いて本液を、2.0%・1.0％・0.5％の3種の濃度にて希釈し1分・5分・60分の作用時間で評価を行った
結果、20℃の真菌（カンジダ・アルビカンス）汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）においてID213（0.5％濃
度）は1分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺真菌性
Dr. Rer. Nat. Holger Brill 2005/03/17 
ID213 Instrument disinfection, according to EN13624: 2003
ID213の希釈中和法を用いた殺真菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験をカンジダ・アルビカンス及びアスペル
ギウス・ニガーに対して標準硬度の30±1℃の水を用いて本液を、0.125%・0.25％・0.5％・1.0％の4種の濃度にて希釈し5
分・15分・30分・60分の作用時間で評価を行った結果、ID213は20℃の真菌（カンジダ・アルビカンス及びアスペルギウス・ニ
ガー）汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において、それぞれ以下の濃度と作用時間で十分な有効性を示し

た。カンジダ・アルビカンス　0.5％ 15分、0.25％ 30分、0.125％ 60分 アスペルギウス・ニガー　0.5％ 30分、0.5％ 60分
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺結核菌（マイコバクテ
リウム）性
Prof.We/ku HygCen GmbH 2005/01/15 
ID213 Instrument disinfection mycobactericidal activity-prEN 14348
ID213の希釈中和法を用いた殺結核菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験をマイコバクテリウムに対して標準
硬度の36±1℃の水を用いて本液を、4.0%・2.0％・1.0％の3種の濃度にて希釈し15分・30分・60分の作用時間で評価を行
った結果、ID213は結核菌（マイコバクテリウム）汚染状況下において30分間（2.0％濃度／硬水希釈）または、60分間（1.0％
／硬水希釈）の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺結核菌（マイコバクテ
リウム）性
Dr.Rer Nat Holger Brill 2004/05/24 
Determination of the tuberculocidal effect of ID213 Instrument disinfection according to EN 14348:2004
ID213の希釈中和法を用いた殺結核菌力評価のために、定量的浮遊試験をマイコバクテリウムに対して標準硬度の36±1℃
の水を用いて本液を、0.5%・1.0％・2.0％・3.0％の4種の濃度にて希釈し15分・30分・60分の作用時間で評価を行った結
果、ID213は結核菌（マイコバクテリウム）汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において15分間（2.0％濃
度）、30分間（1.0％濃度）または60分間（0.5％濃度）の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺菌性
Prof.We/ku HygCen GmbH 2005/01/05 
ID213 Instrument disinfection bactericidal activity of chemical disinfectants for instruments-prEN 14561
ID213の殺菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対して標準硬度
の36±1℃の水を使用し、4.0%・2.0％・1.0%の3種の濃度にて1分・5分・15分・30分・60分の作用時間で評価を行った結
果、黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）においてID213（1.0％濃
度／硬水希釈）は5分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺菌性
Dr.Rer Nat Holger Brill 2005/01/05 
ID213 Instrument disinfection according to EN 14561:2002
ID213の殺菌力評価のために、定量的浮遊試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対して標準硬度の36±1℃の水を
使用し、0.1%・0.5％・1.0%・2.0％・3.0％の5種の濃度にて15分・30分・60分の作用時間で評価を行った結果、ID213は
黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において15分間（2.0％濃度）
、30分間（1.0％濃度）または60分間（0.5％濃度）の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺真菌性
Pfor.We/ku 2005/01/05 
ID213 fungicidal activity of chemical disinfectants for instruments prEN 14562 Candida albicans
ID213の殺真菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験をカンジダ・アルビカンスに対して標準硬度の30±1℃の水
を使用し、4.0%・2.0％・1.0%の3種の濃度にて1分・5分・15分・30分・60分の作用時間で評価を行った結果、真菌（カンジ
ダ・アルビカンス）汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）においてID213（1.0％濃度）は5分間の作用時間で
十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺真菌性
Dr.Rer Nat Holger Brill 2004/05/21 
Determination of fungicidal effect of ID213 Instrument disinfection according to EN14562:2003
ID213の希釈中和法を用いた殺真菌力評価のために、定量的浮遊試験をカンジダ・アルビカンス及びアスペルギウス・ニガー
に対して標準硬度の30±1℃の水を用いて本液を、0.125%・0.25％・0.5％・1.0％の4種の濃度にて希釈し5分・15分・30
分・60分の作用時間で評価を行った結果、真菌（カンジダ・アルビカンス及びアスペルギウス・ニガー）汚染状況下（0.3％ヒツジ
赤血球＋0.3％牛アルブミン）においてID213はそれぞれ以下の濃度と作用時間で十分な有効性を示した。
カンジダ・アルビカンス　1.0％ 5分、0.5％ 15分、0.25％ 30分、0.125％ 60分　アスペルギウス・ニガー　1.0％ 60分



ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺真菌性37



ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺真菌性 38



ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺結核菌（マイコバクテリウム）性39

ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺結核菌（マイコバクテ
リウム）性
Dr.Rer Nat Holger Brill 2004/05/21 
ID213 Instrument disinfection quantitative carrier test prEN14563 tuberculocidal activity
ID213の希釈中和法を用いた殺結核菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験をマイコバクテリウムに対して標準
硬度の36±1℃の水を用いて本液を、4.0%・2.0％・1.0％の3種の濃度にて希釈し15分・30分・60分の作用時間で評価を行
った結果、ID213（2.0％濃度）は結核菌（マイコバクテリウム）汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）におい
て60分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺結核菌（マイコバクテ
リウム）性
Hygcen GmbH 2005/02/09 
ID213 Instrument disinfection quantitative carrier test prEN14563 tuberculocidal activity
ID213の希釈中和法を用いた殺結核菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験をマイコバクテリウムに対して標準
硬度の36±1℃の水を用いて本液を、4.0%・2.0％・1.0％の3種の濃度にて希釈し5分・15分・30分・60分の作用時間で評価
を行った結果、ID213（2.0％濃度）は結核菌（マイコバクテリウム）汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）に
おいて60分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の希釈中和法を用いた定量的浮遊試験における殺結核菌（マイコバクテ
リウム）性
Dr.Per.Nat.Holger Brill 2004/05/24 
Determination of tuberculocidal effect of ID213 instrument disinfection according to EN 14563:2001
ID213の希釈中和法を用いた殺結核菌力評価のために、医療領域における定量的浮遊試験をマイコバクテリウムに対して標準
硬度の36±1℃の水を用いて本液を、0.5%・1.0％・2.0％の3種の濃度にて希釈し30分・60分の作用時間で評価を行った結
果、ID213は結核菌（マイコバクテリウム）汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において、30分間（2.0％濃
度）または、60分間（1.0％）の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の殺菌効力の検証
Dr.Ojajarvi Helsinki University 1994/10/12 
Determination of tuberculocidal effect of ID213 instrument disinfection according to EN 14563:2001
ID213の殺菌効力の検証のために、有効濃度推定試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対してWHO規定の
標準硬水（300ppm以下）を用いて本液を、1.0%・1.5％・2.0％・3.0％の4種の濃度にて希釈しKelsey法を用いて評
価を行った結果、ID213は有機負荷のない条件下（清潔環境）においては0.25％、有機負荷汚染状況下（汚染環境）にお
いては0.5％の濃度で十分な有効性を示した。
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ID213の菌及び真菌（C.アルビカンス）による高有機負荷条件下での使用期間
の検証
Dr.rer.Nat.K-M.Wolf and Dr.rer.Nat.D.Heermann 2006/11/27 
Examination to determine the standing time of ID213 with high organic load(blood)
DGHMのガイドラインに従い、診療環境を想定した高有機負荷条件下（血液付着の多い条件）でのID213希釈液の使用期間の
検証を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、ID213（2.0％濃度）は血液汚染が2％を
超えない限り、最長14日間まで使用可能であることが検証された。ただし、本希釈液への0.5％の血液の混入は本来汚染と考え
られるため、可能な限り早急に本液を交換することが推奨される。
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ID213の超音波洗浄器使用時の菌及び真菌（C.アルビカンス）への効力の検証
Dr.rer.Nat.K-M.Wolf and Dr.rer.nat.D.Heermann 2008/01/29 
Investigation into the activity of ID213 when using the ultrasonic cleaner 
DGHMのガイドラインに従い、診療環境を想定したID213の超音波洗浄器使用時の効力の検証を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球
菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、ID213（2.0％濃度）は超音波洗浄器の使用により、作用時間を2分間に短縮
することが可能であることが検証された。
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ID213の超音波洗浄器使用時の菌及び真菌（C.アルビカンス）への効力の検証
Dr.rer.Nat.K-M.Wolf and Dr.rer.nat.D.Heermann 2006/12/01 
Investigation into the activity of ID213 when using the ultrasonic cleaner 
DGHMのガイドラインに従い、診療環境を想定したID213の超音波洗浄器使用時の効力の検証を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球
菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、ID213（2.0％濃度）は超音波洗浄機の使用により、作用時間を2分間に短縮
することが可能であることが検証された。
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ID213の超音波洗浄器使用時の結核菌（マイコバクテリウム）への効力の検証
Dr.H Brill Dr Brill+Partner GmbH 2007/10/11 
Suitability of ID213 for instrument disinfection using ultrasound(Tuberculocidal effect according to DIN EN14563:2002)
ID213の超音波洗浄器使用時の殺結核菌力評価のために、医療領域における定量キャリアー試験をマイコバクテリウムに対し
て行った結果、ID213（2.0％濃度）は結核菌（マイコバクテリウム）対して30分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213のワクシニアウイルス不活性化効力の検証
Dr.H Brill Dr Brill+Partner GmbH 1993/03/24 
Testing the virus-inactivating effectiveness of ID213
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213のエンベロープ（被膜性）ワ
クシニアウイルスに対する不活性化効力の試験を行った結果、ID213(2.0％濃度)はエンベロープワクシニアウイルスに対してタ
ンパク質負荷の有無に関わらず1分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213の牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）への効力の検証
Dr.Jochen Steinmann 2001/09/24 
BVDV efficacy of ID213 
連邦健康管理局（BGA）及びウイルス病管理のためのドイツ協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213の牛ウイルス性下痢ウ
イルス（BVDV）に対する定量的浮遊試験をC型肝炎ウイルスに対して本液を2.0％に希釈し、0.5分・1分・2分・5分の作用時
間で評価を行った結果、ID213(2.0％濃度)は牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）に対して30秒間の作用時間で十分な有効性
を示した。
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ID213のアデノウイルスへの不活性化効力の検証
Dr.Jochen Steinmann 1993/04/22 
Testing the virus-inactivating effectiveness of ID213 
連邦健康管理局（BGA）及びウイルス病管理のためのドイツ協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213のアデノウイルスに対
する不活性化効力の試験を行った結果、ID213(2.0％濃度)はアデノウイルスに対してタンパク質負荷の有無に関わらず30分間
の作用時間で十分な有効性を示した
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ID213のポリオーマウイルスSV40 への不活性化効力の検証
Dr.Jochen Steinmann 1993/04/22 
Polyomavirus SV 40 efficacy of ID213 in a quantitative suspension test at 20 degree 
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213のポリオーマウイルスSV40
に対する不活性化効力の定量的浮遊試験を本液1.0%・2.0％の2種の濃度にて20℃で希釈し5分・10分・15分・30分・60
分・120分・240分の作用時間で行った結果、ID213はポリオーマウイルスSV40に対して30分（1.0％濃度）、5分（2.0％）の
作用時間で十分な有効性を示した。。
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ID213のポリオⅠ型ウイルス への不活性化効力の検証
Dr.Jochen Steinmann 1993/06/10 
Testing the virus-inactivating effectiveness of ID213 
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213のポリオウイルスⅠ型に対す
る不活性化効力の試験を行った結果、ID213(6.0％濃度)はポリオウイルスⅠ型に対してタンパク質負荷の有無に関わらず240
分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213のポリオーマウイルス不活性化効力の検証
Dr.Olaf Thraenhart University Clinic Essen 1994/09/02 
Testing the virucidal effectiveness of ID213 on the naked Polio virus
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213のノンエンベロープ（非被膜
性）ポリオーマウイルスに対する不活性化効力の浮遊試験をタンパク負荷無し及びタンパク負荷有り（10％牛胎児血清＋0.2％
牛血清アルブミン）行った結果、ID213(10％濃度)はノンエンベロープポリオーマウイルスに対して120分間の作用時間で十分
な有効性を示した。ただし、高タンパク質の有機負荷により効能性が阻害される可能性がある場合、必要に応じて作用時間を延
長すること。
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ID213のアデノウイルスへの効力の検証
Dr.Jochen Steinmann Mikrolab GmbH 2006/08/22 
Effectiveness of ID213 against adeno-virus according to EN14476:2005
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213のアデノウイルスに対する
定量的浮遊試験をアデノウイルス5型に対して本液を2.0％に希釈し、5分・15分・30分・60分の作用時間で評価を行った結
果、ID213(2.0％濃度)はアデノウイルス5型に対して60分間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID213のポリオウイルス
Dr.Jochen Steinmann Mikrolab GmbH 2006/08/22 
Effectiveness of ID213 against polio-virus according to EN14476:2005
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ID213のポリオウイルスに対する
定量的浮遊試験をポリオウイルスⅠ型に対して本液を、6.0%・8.0％・10.0％の3種の濃度にて希釈し、30分・60分・120
分・240分の作用時間で評価を行った結果、ID213(8.0％濃度)はポリオウイルスⅠ型に対して240分間の作用時間で十分な有
効性を示した。
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ID213のラットへの急性経口毒性試験
Dr.rer.nat.E.Bien IBR Forschungs GmbH 1993/07/05 
Effectiveness of ID213 against polio-virus according to EN14476:2005
OECDのガイドラインに従い、ID213の急性経口毒性試験をウィスターラット（オスまたはメス5匹及びメス5匹のみの
3グループ）に対して行い、各ラットに対し本液（原液）を1000mg／Kg（グループ1）・1500mg／Kg（グループ2）
・2000mg／Kg（グループ3）、一回投与した結果、オスでは24時間で＞1500.0mg／Kg、メスでは1508.5mg／Kgが致
死量とされ、14日間ではオスでは約1417.0mg／Kg、メスでは1257.6mgが致死量であることが判明し、ID213（原液）の誤
飲は人体に有害であることが証明された。



ID213のラットへの急性経口毒性試験61



ID213のラットへの急性経口毒性試験 62



ID213のラットへの急性経口毒性試験63



ID213のラットへの急性経口毒性試験 64



ID213のラットへの急性経口毒性試験65



ID213のラットへの急性経口毒性試験 66



ID213のラットへの急性経皮毒性試験67

ID213のラットへの急性経皮毒性試験
Dr.rer.nat.E.Bien IBR Forschungs GmbH 1993/07/05 
Acute Oral Toxicity Test of ID213 in Rats
OECDのガイドラインに従い、ID213の急性経皮毒性試験をウィスターラット（5匹のオスまたはメス）に対して行い、各ラット
に対し本液（2.0％濃度）を2000mg／Kg経皮投与しラットの皮膚を試験品に24時間暴露した際の、紅斑及び浮腫のみの兆
候を14日間に渡り検査した結果、オス・メスともに24時間または14日間の致死量は＞2000mg／Kgであることが判明した。
この量はEECが定める上限を超えているため、ID213（2.0％濃度）の希釈液の人体皮膚への接触は無毒であることが証明さ
れた。
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ID213のウサギへの急性眼刺激／腐食性試験
Dr.rer.nat.E.Bien IBR Forschungs GmbH 1993/04 
Acute Oral Toxicity Test of ID213 in Rats
OECDのガイドラインに従い、ID213の急性眼刺激／腐食性試験を6匹のアルビノウサギに対して行い、本液（2.0％濃度）を
0.1ml片眼の結膜嚢に点眼し、未処置の眼と比較し両眼の経過を1時間・24時間・48時間・72時間及び4日後に検査した。5
匹のウサギへの経過観察は11日間まで延長し、経過観察中すべての検体において様々な程度・重症度の反応が現れたことか
ら、ID213（2.0％濃度）は人体眼球への刺激物であることが証明された。



ID213のウサギへの急性眼刺激／腐食性試験 74



ID213のウサギへの急性眼刺激／腐食性試験75



ID213のウサギへの急性眼刺激／腐食性試験 76



ID213のウサギへの急性眼刺激／腐食性試験77



ID213の原料適合性試験 78

ID213の原料適合性試験
Dr.rer.nat.K.-M.Wolf and Dr.rer.nat.D.Heermann 1993/11/23 
Testing the material compatibility of ID213
ID213の原料適合性を検証するため、歯科用一般器具・外科用器具、歯科用回転器具及びアルミニウム製トレイそれぞれに試験
を行った。
＜歯科用一般器具・外科用器具＞
室温環境で本液（2.0％濃度）に4週間浸漬し、期間中は1日置きで朝、本希釈液から器具を取り出し、水洗を行わずに自然乾燥
させ再浸漬を繰り返した後、器具を水洗乾燥させ実態顕微鏡にて検査を行った結果、すべての器具に目に見える変化は認められ
ず器具に対する優れた適合性を示した。

＜歯科用回転器具＞
室温環境で本液（2.0％濃度）に14日間浸漬し、期間中は毎朝、本希釈液から器具を取り出し、水洗を行わずに自然乾燥させ再
浸漬を繰り返した後、すべてのドリル・リーマー・研磨器具等を水洗後、簡易乾燥させ実態顕微鏡にて検査を行った結果、回転器
具を別容器に浸漬した後はすべての器具に目に見える変化は認められなかったが、アルミニウム製の根管処置器具にのみ試験
開始1日後、わずかな変色が見られたが使用価値に問題はなかった。
＜アルミニウム製トレイ＞
他器具とは別に準備した本液（2.0％濃度）に14日間浸漬した結果、変色・剥がれを含む器具の変化は見られなかったことから
ID213はアルミニウム製トレイに対しても優れた適合性を示すことが証明された。
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